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別添資料 1-X） 

X）インポートデータの仕様について 
各インポートデータの入力項目をご紹介します。 

 

・ファイル拡張子は txt です。 

 －データの区切りはタブ区切りです。 

 －改行コードは CR+LF です。 

 －テキストを認識するための“”（ダブルクォーテーション）は

不要です。 

 

・文字コードは SJIS（Shift-JIS）です。 

 

・大文字小文字は全て区別されます。 

 

・インポートデータを作成するにあたり、Excel などの表計算ソフ

トをご利用の場合、セル内での改行は使用しないでください。 

 

・必須項目に関して 

〇=アップロード時に設定必須 

△＝条件により設定必須 

✖＝任意 

 

ただし、一部メニューによっては上記と異なります。 

メニューに別途記載がある場合はそちらに従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファイル重複防止対応のフォーマット】 

・FTA 対象品（輸出品） 

・FTA 対象品（構成品） 

◆インポートデータの容量について 
インポートを行うテキストファイルは、行数
で1万行まで登録することが可能ですが、
大量データの処理には時間がかかる場合
があります。データが膨大な場合、インポ
ート完了後適切に処理が完了しているこ
とをご確認ください。 
 

◆インポート後にエラーとなった場合 
エラーメッセージに従ってデータを修正し、
再度全件インポートを行ってください。イン
ポートが成功すると「登録成功 〇件イン
ポートしました」あるいは「インポート処理を
受付けました」と表示されます。 
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別添資料 1-X1） 契約利用者 

X1）FTA 対象品(輸出品)(E) インポート 
FTA 対象品(輸出品)の複数登録を行います。 

＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞と ＜FTA 対象品(構成

品)(P)＞はインポートフォーマットが同一ですが、入力する必須

条件等は異なりますのでご注意ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は export_product_から始まる必要が 

あります。 

(例：export_product_XXXXX.txt) 

 

 

 

<入力項目> 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 荷姿 半角数字 1 〇 1 ＝輸出品 必ず 1 を設定 

（輸出品＝1 / 構成品＝2） 

3 品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 輸出品の品番 

4 補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-AAA 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

5 品名（英） 半角英数字 100 〇 ENGINE 輸出品の品名(英) 

6 品名（日） 全半角混在 100 ✕ エンジン 輸出品の品名(日) ※任意 

7 HS コード 半角数字 6 〇 250200 輸出品の HS コード 6 桁 

※協定で採用している年版 

8 調査種別 半角数字 1 〇 1 ＝内製品 

2 ＝外製品 

3 ＝輸出者判定品 

左記 1/2/3 の何れかを設定 

9 仕入先コード 半角英数字 64 △ CO-001 <取引企業管理>へ登録済の仕入先コード 

※仕入先コード設定方法（参照 共通機能 III-

2-5）仕入先情報の編集・更新） 

※外製品の場合は必須、内製品の場合は不要 

10 協定 半角英数字 2 〇 EU 国・協定一覧から該当の協定コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

  

◆ファイル名の重複防止機能が設定されて
います。インポートファイル名は都度変更
してください（履歴を付けるなど） 

◆インポートファイルは１万行まで作成可能で
すが、大量のインポートは完了までに時間が
かかる事があります。インポート結果確認に
て処理状況を確認してください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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別添資料 1-X1） 契約利用者 

11 輸入通関国 半角英数字 2 △ ES 国・協定一覧から該当の国コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

※日アセアン協定/RCEP 協定は必須 

※関税率を確認する場合は輸入通関国を指定

する必要があります。 

12 証明制度 半角数字 1 △ 1 ＝自己証明 

2 ＝第三者証明 

3 ＝認定輸出者 

左記 1/2/3 の何れかを設定 

※証明制度が選択式の協定のみ必須 

※日オーストラリア協定の場合必須(1 または 2) 

※日スイス、日メキシコ、日ペルー、RCEP 協定の

認定輸出者の場合必須(2 または 3) 

13 審査要否 半角数字 1 ✕ 0 ＝不要 

1 ＝必要 

TKTC 審査を契約している場合は左記 0/1 の何

れかを設定 

※審査未契約企業は空欄のままとしてください。 

14 事前教示 半角数字 1 ✕ 1 ＝有 

2 ＝未確認 

左記 1/2 の何れかを設定 

15 HS コード 

(最新年版) 

半角数字 6 ✕ 250200 輸出品の最新年度版の HS コード 6 桁 

※最新年次の HS コードを入力すると［FTA 対

象品(輸出品) 詳細］画面から EPA 税率と

MFN 税率の比較をすることができます。 

16 税番細分 

(最新年版) 

半角数字 4 ✕ 1200 No.15 の HS コードをさらに細分化するために輸

入通関国が独自に附番しているコード 

※3 桁もしくは 4 桁が多い 

※登録しておくと、［FTA 対象品(輸出品) 詳

細］画面から EPA 税率と MFN 税率の比較をす

る機能で、さらに対象を絞ることができます。 

17 属性 1(数値) 半角数字 11 ✕ 123 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

18 属性 2 全半角混在 50 ✕ 車種 XXX 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

19 属性 3 全半角混在 50 ✕ 排気量 XXXcc 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

20 属性 4 全半角混在 50 ✕ 2019 年式 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

21 属性 5 全半角混在 50 ✕ オプション XX 用 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

22 希望回答期限 半角英数字 10 ✕ 2020/11/13 yyyy/mm/dd 形式 

23 支給品メモ 全半角混在 500 ✕ 下記品番は本部品構

成品の内、弊社支給

部品のため、依頼時に

サプライヤ証明書を送

付させて頂きます。

12345-111-BBB 

調査対象品の中に支給品が含まれている場合、

依頼時に回答者にその内容を支給品メモとして伝

えることができます。 

インポートで支給品メモを登録した場合は、〈入力

補助マスタ〉支給品の登録情報よりも優先して表

示されます。 

24 回答者へのメッ

セージ 

全半角混在 500 ✕ 〇〇への輸出品で

す。 

調査依頼時に回答者へ伝えるメッセージの備考 

25 社内メモ 全半角混在 500 ✕   社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 
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別添資料 1-X1） 契約利用者 

26 同意通知先 

企業名 

全角 100 ✕ 株式会社〇〇〇 依頼者と同意通知先が異なる場合入力します。 

※依頼者と同意通知先が同一の場合は入力不

要です。 

27 同意通知先 

企業登録番号 

半角英数字 9 ✕ A12345678 依頼者と同意通知先が異なる場合入力します。 

※依頼者と同意通知先が同一の場合は入力不

要です。 

28 予備項目 3 入力不要 

29 予備項目 4 入力不要 

30 予備項目 5 入力不要 
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※JAFTAS Lite 契約者は対象外 契約者 別添資料 1-X2） 

X2）FTA 対象品(構成品)(P)インポート 
構成品の複数登録を行います。 

＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞と ＜FTA 対象品(構成

品)(P)＞はインポートフォーマットが同一ですが、入力する必須

条件等は異なりますのでご注意ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は component_から始まる必要が 

あります。 

(例：component_XXXXX.txt) 

 

 

<入力項目> 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 荷姿 半角数字 1 〇 2 ＝構成品 必ず 2 を設定 

（輸出品＝1 / 構成品＝2） 

3 品番 半角英数字 50 〇 67890222BBB 構成品の品番 

4 補助品番 半角英数字 50 ✕ 456-BBB 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

5 品名（英） 半角英数字 100 △ PISTON 英語・日本語の何れか必須 

6 品名（日） 全半角混在 100 △ ピストン 英語・日本語の何れか必須 

7 HS コード 半角数字 6 〇 250200 構成品の HS コード 6 桁 

※協定で採用している年版 

8 調査種別 入力不要(入力しても無視されます) 

9 仕入先コード 半角英数字 64 △ CO-001 <取引企業管理>へ登録済の仕入先コード 

※仕入先コード設定方法（参照 共通機能 III-

2-5）仕入先情報の編集・更新） 

※外製品の場合は必須、内製品の場合は不要 

10 協定 半角英数字 2 〇 EU 国・協定一覧から該当の協定コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

11 輸入通関国 半角英数字 2 △ ES 国・協定一覧から該当の国コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

※日アセアン協定/RCEP 協定は必須 

12 証明制度 半角数字 1 △ 1 ＝自己証明 

2 ＝第三者証明 

左記 1/2 の何れかを設定 

※証明制度が選択式の協定のみ必須 

※日オーストラリア協定の場合必須(1 または 2) 

◆ファイル名の重複防止機能が設定されていま
す。インポートファイル名は都度変更してくださ
い（履歴を付けるなど） 

◆インポートファイルは１万行まで作成可能です

が、大量のインポートは完了までに時間がかか
る事があります。インポート結果確認にて処理
状況を確認してください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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※JAFTAS Lite 契約者は対象外 契約者 別添資料 1-X2） 

13 審査要否 半角数字 1 ✕ 0 ＝不要 

1 ＝必要 

TKTC 審査を契約している場合は左記 0/1 の何

れかを設定 

※審査未契約企業は空欄のままとしてください。 

14 事前教示 半角数字 1 ✕ 1 ＝有 

2 ＝未確認 

左記 1/2 の何れかを設定 

15 HS コード 

(最新年版) 

入力不要(入力しても無視されます) 

16 税番細分 

(最新年版) 

入力不要(入力しても無視されます) 

17 属性 1(数値) 半角数字 11 ✕ 1 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

18 属性 2 全半角混在 50 ✕ 車種 XXX 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

19 属性 3 全半角混在 50 ✕ 排気量 XXXcc 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

20 属性 4 全半角混在 50 ✕ 2019 年式 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

21 属性 5 全半角混在 50 ✕ オプション XX 用 自社管理/検索などに利用可能な任意の項目 

22 希望回答期限 半角英数字 10 ✕ 2020/11/13 yyyy/mm/dd 形式 

23 支給品メモ 全半角混在 500 ✕ 下記品番は本部品構

成品の内、弊社支給

部品のため、依頼時に

サプライヤ証明書を送

付させて頂きます。

12345-111-BBB 

調査対象品の中に支給品が含まれている場合、

依頼時に回答者にその内容を支給品メモとして伝

えることができます。 

インポートで支給品メモを登録した場合は、〈入力

補助マスタ〉支給品の登録情報よりも優先して表

示されます。 

24 回答者へのメッ

セージ 

全半角混在 500 ✕ 〇〇への輸出品で

す。 

調査依頼時に回答者へ伝えるメッセージの備考 

25 社内メモ 全半角混在 500 ✕   社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

26 予備項目 1 入力不要 

27 予備項目 2 入力不要 

28 予備項目 3 入力不要 

29 予備項目 4 入力不要 

30 予備項目 5 入力不要 
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別添資料 1-X3） 

X3）調査回答一括受付登録 
［調査回答・回答送信(A) 一覧］画面にてステータス‶受付前“の回答 ID をダウンロードし、レコード出力したデ

ータに必要項目を入力してインポートすると、回答の受付作業を複数件一括で行う事が可能です。 

回答一括受付の手順につきましては、A3-2)受信した依頼の一括受付をする をご参照ください。 

調査回答・回答送信(A)ダウンロードにつきましては、別添資料 Y4)調査回答・回答送信(A)ダウンロード をご参

照ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は dl_answer_から始まる必要があります。 

（例：dl_answer_yyyymmdd.txt） 

 

<入力項目> 

『必須』欄の記号は下記を表しています。 

〇：必須入力 

△：入力があれば登録（未入力可） 

※1：どちらか片方必須入力 

※2：内製品の場合：「調査種別」＝内製品、「仕入先コード」＝未入力 

外製品の場合：「調査種別」＝外製品、「仕入先コード」＝必須入力 

システム外の場合：「調査種別」＝システム外（外製品）、「仕入先コード」＝未入力 

✕：編集・追記不可 

 

No.1~No.2 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれば当該レコードを更新します。 

 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 回答 ID 半角英数字 11 〇 A0000000XXX 自社の回答 ID 

3 納品先依頼 ID 半角英数字 11 ✕ R0000000XXX 依頼者側の依頼 ID 

4 荷姿 全角 64 ✕ 輸出品 

構成品 

左記何れかを表示 

5 回答者品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 回答者としての自社品番 

6 回答者補助 

品番 

半角英数字 50 △ 123-BBB 回答者としての自社の補助品番 

7 回答者品名

（英） 

半角英数字 100 〇 

※1 

ENGINE 回答者としての自社品名(英) 

8  回答者品名

（日） 

全半角混在 100 〇 

※1 

エンジン 回答者としての自社品名(日) 

  

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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別添資料 1-X3） 

9 調査種別 全角 64 〇 

※2 

内製品 

外製品 

システム外 

左記何れかを文字で入力 

※システム外を入力すると自動的に外製品と表

示されます。自社調査結果（内製品）を

JAFTAS 外取込する場合、一括受付は使用で

きませんのでご注意ください。 

10 仕入先コード 半角英数字 64 △ 

※2 

CO-001 外製品の場合、自社で管理している仕入先企

業を一意に特定するためのコード、あるいはそれに

該当するものを入力 

※「調査種別」＝外製品の場合必須項目です。 

11 登録日時 半角英数字 19 ✕ 2019/12/01 

10:10:59 

システム初回登録日時 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss 形式 

12 ステータス 全角 64 ✕ 受付前 左記を表示 

※ステータス‶受付前“以外の ID はインポートで

きません。 

13 依頼者納品先コ

ード 

半角英数字 649 ✕ CO-001/DP-001 依頼企業に該当する納品先に登録している自

社管理の納品先コードを全て半角スラッシュ(/)

区切りで出力 

14 依頼者法人 

番号 

半角数字 13 ✕ 9234567890123 依頼者企業の法人番号 

15 依頼者名 全半角混在 100 ✕ 〇〇株式会社 依頼者企業の名称 

16 依頼者住所 全半角混在 100 ✕ 東京都千代田区丸の

内 3-1-1 

依頼者企業の住所 

17 依頼者担当者

所属部署 

全半角混在 50 ✕ 調達部 依頼作成担当者所属部署 

18 依頼者担当者 全半角混在 50 ✕ 東京太郎 依頼作成担当者 

19 依頼者メールアド

レス 

半角英数字 100 ✕ test@test.co.jp 

 

依頼者メールアドレス 

20 依頼者電話 

番号 

半角数字 20 ✕ 03-1234-5678 依頼者電話番号 

21 依頼者品番 半角英数字 50 ✕ 12345-111-AAA 依頼者品番 

22 依頼者品名

（英） 

半角英数字 100 ✕ ENGINE 依頼者品名（英） 

23 依頼者品名

（日） 

全半角混在 100 ✕ エンジン 依頼者品名（日） 

24 協定 全半角混在 64 ✕ 日 EU 経済連携協定 依頼者が指定した使用協定名 

25 HS コード 半角数字 6 △ 250200 HS コード 6 桁※協定で採用している年版 

HS999999 を上書きする場合のみ指定可 
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26 HS 年版 半角数字 4 ✕ 2002 

2007 

2012 

2017 

2022 

使用協定の採用基準年度 4 桁 

27 輸入通関国 全半角混在 64 ✕ スペイン 輸入通関国を設定している場合、国名称を表

示 

28 証明制度 全角 64 ✕ 自己証明 

第三者証明 

認定輸出者 

左記何れかを表示 

29 品目別原産地

規則 

全半角混在 1600 ✕ CTC/RVC 40% 調査に使用できる品目別規則を全て半角スラッ

シュ(/)区切りで表示 

30 事前教示 全角 64 ✕ 有 

未確認 

左記何れかを表示 ※登録していない場合空欄 

31 新規/定期原産

性確認/再確認 

区分 

全角 64 ✕ 新規 

定期原産性維持確

認（期限延長 依

頼） 

定期原産性維持確

認（期限延長 不

要） 

再依頼 

左記何れかを表示 

32 過去依頼 ID 半角英数字 11 ✕ R00000000XX 過去に同産品を依頼されたときの依頼者側の依

頼 ID（最新） 

33 過去同意通知

番号 

半角数字 10 ✕ 1234567890 過去に同産品を調査したときの同意通知番号

（=日商判定番号）（最新） 

34 同意通知先 

企業名 

全半角混在 100 ✕ 〇〇株式会社 第三者証明かつ輸出品の場合、輸出者が表示 

35 同意通知先 

企業登録番号 

半角数字 9 ✕ 011111111 第三者証明かつ輸出品の場合、輸出者の企業

情報に登録されている日商企業登録番号が表

示 

36 調査起点 全半角混在 100 ✕ 株式会社×× 依頼元をたどっていった時の元手の企業 

37 調査起点品番 半角英数字 50 ✕ 123-BBB 調査起点企業の品番 

38 調査起点品名 全半角混在 100 ✕ Kanseisya-BBB 調査起点企業の産品名 

39 審査要否 全角 64 ✕ 不要 

必要 

・左記何れかを表示 

・紐づく FTA 対象品（E/P）で設定された審査

要否 

40 希望回答期限 半角英数字 10 ✕ 2029/12/29 依頼者が設定した回答期限 

yyyy/mm/dd 形式 

41 支給品メモ 全半角混在 500 ✕   当該依頼に支給品が含まれることを伝達する依

頼者からのメモ 
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42 親調査品番依

頼 ID 

半角英数字 11 ✕ R0000000XXX 受領した依頼が、自社より送信した別の依頼産

品（親調査）を構成する支給品である場合、

自社依頼産品（親調査）の依頼 ID を表示 

43 支給品フラグ 半角数字 1 ✕ 1 受領した依頼が、自社より送信した別の依頼産

品（親調査）を構成する支給品である場合は

表示 

44 親調査品番 半角英数字 50 ✕ 54321-333-DDD 受領した依頼が自社より送信した別の依頼産品

（親調査）を構成する支給品である場合、自

社依頼産品（親調査）の品番を表示 

45 依頼日時 半角英数字 19 ✕ 2019/12/01 

10:10:59 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss 形式 

46 依頼者から回答

者へのメッセージ 

全半角混在 500 ✕ どうぞよろしくお願いい

たします。 

依頼者から回答者へ伝えるメッセージ 

47 回答者担当者

所属部署 

未使用 

48 回答者担当者 未使用 

49 回答者担当者メ

ールアドレス 

未使用 

50 回答者担当者

電話番号 

未使用 

51 回答結果 未使用 

52 手動判定フラグ 未使用 

53 使用判定基準 未使用 

54 救済規定 未使用 

55 未達成理由 未使用 

56 調査件数 未使用 

57 回答方法 全半角混在 200 ✕ サプライヤー証明書 

（輸出品） 

サプライヤー証明書 

（構成品） 

同意通知 

対比表・計算 WS 

左記何れかを表示 

58 証明書ファイル名 未使用 

59 日商判定番号 未使用 

60 有効期限/ 

同意通知期限 

未使用 

61 生産国 未使用 

62 生産者名 未使用 

63 生産者企業 

登録番号 

未使用 

64 生産工場名 未使用 
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65 生産工場住所 未使用 

66 生産者品番 未使用 

67 生産者品名

（英） 

未使用 

68 生産者品名

（日） 

未使用 

69 調査 ID 未使用 

70 回答日時 未使用 

71 回答確定日時 未使用 

72 回答者から依頼

者へのメッセージ 

未使用 

73 社内メモ 全半角混在 500 △ ○○年度完成車調

査 

社内のメモ用 

※取引先の画面には表示されません。 

74 最終更新日時 未使用 

75 アーカイブ日時 半角英数字 19 ✕ 2019/12/01 

10:10:59 

当該データがアーカイブされている場合、最新のア

ーカイブ日時 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss 形式 

※アーカイブを解除した場合、空欄となります。 

76 作業担当者所

属部署 

全半角混在 50 ✕ 生産部 当該回答 ID の作業担当者所属部署 

77 作業担当者 全半角混在 50 ✕ 東京二郎 当該回答 ID の作業担当者 

78 当回答からの依

頼 ID 

半角英数字 11 ✕ R0000000XXX 回答 ID に紐づく依頼 ID を表示 
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X4）FTA 用 BOM インポート/構成品一括取込 
原産資格調査時の構成品の一括登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は bom_から始まる必要があります。 

（例：bom_XXXXX.txt） 

 

 

 

 

 

 

<入力項目> 

No.1~No.5 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 対象品番 半角英数字 50 〇 CAR-1 BOM 構成を登録する対象品の品番 

<FTA 用 BOM>登録の場合： 

複数の対象品番・対象品補助品番の組み合わせ

を登録できます。 

 

[原産資格調査 詳細]画面にて「インポート」を行

う場合： 

対象品番・対象品補助品番の組み合わせは、調

査対象品と一致する 1 種類のみ登録できます。 

3 対象品補助品番 半角英数字 50 ✕※ A003 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

※[原産資格調査 詳細]画面にて「インポート」を

行う場合、調査対象品に補助品番が登録されて

いれば入力必須です。 

4 品目別規則 半角数字 1 〇 1 ＝CTC 

2 ＝VA 

3 ＝原産材料の

みから生産される

産品 

左記 1/2/3 の何れかを設定 

適用する品目別原産地規則を設定してください。 
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5 協定 半角英数字 2 〇 EU 国・協定一覧から該当の協定コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

6 階層 半角数字 1 〇 1 

2 

3 

部材の親子関係を作成するために使用します。 

※必ず 1 から始めてください。 

※階層に 2 を指定すると、直前で階層が 1 の一

番近い部材の子部材となるため、対象品の階層

順にデータを並べてください。 

7 構成品番 半角英数字 50 〇 ENGINE-1 対象品を構成する構成品の品番 

8 構成品補助品番 半角英数字 50 ✕ B002 同一構成品の品番で異なる複数の品目を区別す

るための項目 

9 構成品名(英) 半角英数字 100 △ engine 英語・日本語の何れか必須 

10 構成品名(日) 全半角混在 100 △ エンジン 英語・日本語の何れか必須 

11 構成品 HS コード 半角数字 6 △ 250200 CTC を適用する場合は入力必須 

※4 桁もしくは 6 桁 

12 構成品個数 半角数字 6 △ 100 VA を適用する場合は入力必須 

13 構成品調査種別 半角数字 1 〇 1 ＝内製品 

2 ＝外製品 

左記 1/2 の何れかを設定 

14 仕入先コード 半角英数字 64 △ CO-001 <取引企業管理>へ登録済の仕入先コード 

※仕入先コード設定方法（参照 共通機能 III-

2-5）仕入先情報の編集・更新） 

※外製品、且つ JAFTAS を利用して依頼をかけ

る場合は登録必須です。 

※外製品で仕入先コードが<取引企業管理>へ

登録されていない、または空欄の場合はシステム外

対応扱いとなります。(依頼ができないため) 

※内製品の場合は登録不要です。 

15 構成品単価(円) 半角数字 11 △ 2500.353 VA でのシステム判定の際は入力必須 

※整数 11 桁+小数点以下第 3 位まで入力可

能です。 

16 非原産の区別 半角数字 1 ✕ 1 事前に非原産と判明している場合は 1 を入力 

※VA 判定時のシミュレーションの対象外となりま

す。また、調査依頼をかける事が出来なくなります。 

17 社内メモ 全半角混在 500 ✕   社内のメモ用 

※取引先の画面には表示されません。 

18 最終更新日時 入力不要 

19 予備項目 1 入力不要 

20 予備項目 2 入力不要 

21 予備項目 3 入力不要 

22 予備項目 4 入力不要 

23 予備項目 5 入力不要 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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X5）FOB/EXW インポート 
複数の輸出品/構成品に対して FOB/EXW 価格を登録します。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は fobexw_から始まる必要があります。 

（例：fobexw_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.5 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 輸出品/構成品の品番 

3 補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-AAA 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 協定 半角英数字 2 〇 EU 国・協定一覧から該当の協定コード （参照

X16）国・協定コード一覧） 

5 輸入通関国 半角英数字 2 △ GB 

 

国・協定一覧から該当の国コード （参照

X16）国・協定コード一覧）※輸入通関国によっ

て区別を付けたいときのみ任意で入力します。 

6 価額(円) 半角数字 11 〇 2500.353 FOB/EXW 価額（単位：円） 

※整数 11 桁+小数点第 3 位まで登録可能で

す。 

7 社内メモ 全半角混在 500 ✕ FOB 価額 社内のメモ用 

※取引先の画面には表示されません。 

8 最終更新日時 入力不要 

9 予備項目 1 入力不要 

10 予備項目 2 入力不要 

11 予備項目 3 入力不要 

12 予備項目 4 入力不要 

13 予備項目 5 入力不要 
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X6）輸出品/構成品 インポート(入力補助マスタ) 
輸出品/対象品の複数登録を行います。登録しておくと、当該 DB 以外の任意マスタ系 DB の情報を使用・

表示する箇所にて、品番情報で一致する当該 DB 産品名が引用されます。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は product_から始まる必要があります。 

（例：product_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.3 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 自社の製品を管理する品番 

3 補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-BBB 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 品名（英） 半角英数字 100 △ CAMSHAFT 英語・日本語の何れか必須 

5 品名（日） 全半角混在 100 △ カムシャフト 英語・日本語の何れか必須 

6 機能/性能 全半角混在 100 ✕ エンジンを支え、エンジ

ン振動・騒音・揺動・

車体振動を軽減 

HS コード特定の根拠となる機能/性能情報 

7 用途 全半角混在 100 ✕ エンジンルーム内にて

使用する防振部品に

使用 

HS コード特定の根拠となる用途情報 

8 形状/構造 全半角混在 100 ✕ 中空の特殊形状、防

振性能向上及び共振

等による騒音を抑制す

るための形状 

HS コード特定の根拠となる形状/構造情報 

9 材質/成分割

合 

全半角混在 100 ✕ アルミニウム合金 HS コード特定の根拠となる材質/成分割合情報 

10 製造方法 全半角混在 100 ✕ アルミニウム押出・特

殊形状材→熱処理

→切断→面切削→ば

り仕上げ→検査 

HS コード特定の根拠となる製造方法情報 

11 規格

（JIS,CAS

等） 

全半角混在 100 ✕ JIS A 6061 HS コード特定の根拠となる規格（JIS,CAS

等）情報 
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12 属性 1 全半角混在 50 ✕ 型式 XXX HS コード特定の根拠となる任意の属性情報 

13 属性 2 全半角混在 50 ✕ 2019 年式 HS コード特定の根拠となる任意の属性情報 

14 属性 3 全半角混在 50 ✕ 貨物用 HS コード特定の根拠となる任意の属性情報 

15 社内メモ 全半角混在 500 ✕ 〇〇生産時のみ使用 社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません 

16 最終更新日時 入力不要 

17 予備項目 1 入力不要 

18 予備項目 2 入力不要 

19 予備項目 3 入力不要 

20 予備項目 4 入力不要 

21 予備項目 5 入力不要 
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X7）品番 HS コード インポート(入力補助マスタ) 
［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面にて品番 HS コード情報をダウンロードし、出力したデータに必

要項目を入力してインポートすると、品番 HS コード情報の一括登録を行う事が可能です。 

品番 HS コードの登録につきましては、共通 II-3-1）＜品番 HS コードマスタの機能＞ をご参照ください。 

品番 HS コード ダウンロードにつきましては、別添資料 Y10）品番 HS コード ダウンロード(入力補助マスタ) 

をご参照ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は hscode_から始まる必要があります。 

（例：hscode_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

・No.1~No.3 の組み合わせで輸出品/構成品マスタへ登

録済の対象品について、品番 HS コードのレコードを更新し

ます。輸出品/構成品マスタに No.1~No.3 の組み合わせ

で一致するデータがない場合はエラーとなります。 

・インポートの際、No.1~No.3 の組み合わせで一致するデ

ータはすべて上書きされます。追加登録ではありません。デー

タ一式に不足がないことをご確認の上、実行してください。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 自社の製品を管理する品番 

3 補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-BBB 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 HS 年版 半角数字 4 ○ 2002 

2007 

2012 

2017 

2022 

使用協定の採用基準年度 4 桁固定入力 

5 HS コード 半角数字 6 ○ 2501 

250100 

4 桁もしくは、6 桁固定で入力 

6 属性 1 全半角混在 50 ✕ 日アセアン HS コード管理のための任意の属性情報 

7 属性 2 全半角混在 50 ✕ ベトナム以外 HS コード管理のための任意の属性情報 

8 属性 3 全半角混在 50 ✕ 構成品（〇〇用） HS コード管理のための任意の属性情報 

9 ＨS コードメモ 全半角混在 100 ✕ 分類根拠：固結防

止剤を含有 

HS コード特定の根拠となる任意の追加情報 

10 最終更新日時 入力不要 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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11 予備項目 1 入力不要 

12 予備項目 2 入力不要 

13 予備項目 3 入力不要 

14 予備項目 4 入力不要 

15 予備項目 5 入力不要 
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X8）品番変換 インポート(入力補助マスタ) 
依頼受信時に、依頼者品番情報から自社品番を自動で特定するための品番変換情報の複数登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は convert_から始まる必要があります。 

（例：convert_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

・No.1~No.4 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規

でレコードを追加します。 

・自社品番-（自社補助品番）-納品先コードで一致し、依

頼者品番が空のレコードは、依頼受付時に記入した品番が

依頼者品番として補完更新登録されます。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 自社品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 調査対象品の自社品番 

3 自社補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-BBB 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 納品先コード 半角英数字 64 〇 CO-001 <取引企業管理>へ登録済の納品先コード、ある

いはそれに該当するもの 

※納品先コード設定方法（参照 共通機能 III-

3-3）納品先情報の編集・更新） 

※<取引企業管理>へ納品先コードが登録済で

あれば紐付けされます。 

5 依頼者品番 半角英数字 50 ✕ 12345-333-BBB 自社品番に紐づく依頼者の品番 

6 社内メモ 全半角混在 500 ✕ 複数社から依頼あり 社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

7 最終更新日時 入力不要 

8 予備項目 1 入力不要 

9 予備項目 2 入力不要 

10 予備項目 3 入力不要 

11 予備項目 4 入力不要 

12 予備項目 5 入力不要 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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X9）品番仕入先 インポート(入力補助マスタ) 
特定産品についてのその調査依頼先（仕入先）の複数登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は product_supplier_から始まる必要が 

あります。 

（例：product_supplier_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.4 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 調査対象品の品番 

3 補助品番 半角英数字 50 ✕ 123-BBB 同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 仕入先コード 半角英数字 64 〇 CO-001 <取引企業管理>へ登録済の仕入先コード、ある

いはそれに該当するもの 

※仕入先コード設定方法（参照 共通機能 III-

2-5）仕入先情報の編集・更新） 

※<取引企業管理>へ仕入先コードを登録済で

あれば紐付けされます。 

5 社内メモ 全半角混在 500 ✕ 〇〇社のみに依頼 社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

6 最終更新日時 入力不要 

7 予備項目 1 入力不要 

8 予備項目 2 入力不要 

9 予備項目 3 入力不要 

10 予備項目 4 入力不要 

11 予備項目 5 入力不要 

 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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X10）生産拠点登録インポート(入力補助マスタ) 
自社生産拠点情報の複数登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は production_base_から始まる 

必要があります。 

（例：production_base_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.2 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 生産拠点コード 半角英数字 64 〇 CO-001 自社で管理している自社生産工場を一意に特定

するためのコード、あるいはそれに該当するもの 

3 生産工場名 全角のみ 100 〇 千代田工場 生産者の工場名 

4 生産工場住所 全角のみ 100 〇 東京都千代田区丸の

内 3-1-1 

生産者の工場住所（省略等をせず、正式なも

の） 

5 社内メモ 全半角混在 500 ✕ メインの生産拠点 社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

6 最終更新日時 入力不要 

7 予備項目 1 入力不要 

8 予備項目 2 入力不要 

9 予備項目 3 入力不要 

10 予備項目 4 入力不要 

11 予備項目 5 入力不要 
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X11）支給品 インポート(入力補助マスタ) 
調査対象品に対する支給品の複数登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は supply_から始まる必要があります。 

（例：supply_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.3 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 親調査品番 半角英数字 50 〇 12345-111-AAA 構成品に支給品が含まれている親の品番 

3 親調査補助品

番 

半角英数字 50 ✕ 123-BBB 上記「親調査品番」に対する補助品番 

同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

4 支給品番 半角英数字 50 〇 67890-222-BBB 支給品の品番 

5 支給品補助品

番 

半角英数字 50 ✕ 456-BBB 上記「支給品番」に対する補助品番 

同一品番で異なる複数の品目を区別するための

項目 

6 支給品 HS コ

ード 

半角数字 6 ✕ 870890 支給品の HS コード 

7 仕入先へのメッ

セージ 

全半角混在 500 ✕ 弊社からの支給品で

す 

依頼時に支給品メモに記載され、仕入先（回答

者）に伝達されます。 

8 社内メモ 全半角混在 500 ✕ 〇〇社専用支給部

品 

社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

9 最終更新日時 入力不要 

10 予備項目 1 入力不要 

11 予備項目 2 入力不要 

12 予備項目 3 入力不要 

13 予備項目 4 入力不要 

14 予備項目 5 入力不要 
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X12）輸入者情報 インポート 
原産資格証明書発行時に記載する輸入者の複数登録を行います。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は importer_から始まる必要があります。 

（例：importer_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.2 の組み合わせで既に登録済のレコードがあれ

ば当該レコードを更新します。登録レコードが無ければ新規で

レコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 輸入者コード 半角英数字 64 〇 CO-001 自社で管理している輸入者企業を一意に特定す

るためのコード、あるいはそれに該当するもの 

3 輸入者名(英) 半角英数字 50 ✕ George Smith 輸入者名 

4 企業名（英） 半角英数字 45 〇 Test inc 輸入元企業名 

5 住所 1（英） 半角英数字 45 〇 8 Springfield 

Road,  

輸入元企業住所 1（必須） 

6 住所 2（英） 半角英数字 45 ✕ Bury St Edmunds, 輸入元企業住所 2 

7 住所 3（英） 半角英数字 45 ✕ Suffolk,IP33 3AN 輸入元企業住所 3 

8 住所 4（英） 半角英数字 45 ✕ UNITED 

KINGDOM 

輸入元企業住所 4 

9 電話番号 半角数字 20 ✕ +81-3-5222-

9999 

輸入元企業電話番号 

※ハイフン(-)区切りで入力 

10 メールアドレス 半角英数字 100 ✕ test@test.co.jp 輸入元企業メールアドレス 

※登録時は@マークの有無など、基本的なメール

アドレス形式のチェックをシステムで行います。 

11 社内メモ 全半角混在 500 ✕ ○○グループ会社 社内のメモ用  

※取引先の画面には表示されません。 

12 最終更新日時 入力不要 

13 予備項目 1 入力不要 

14 予備項目 2 入力不要 

15 予備項目 3 入力不要 

16 予備項目 4 入力不要 

17 予備項目 5 入力不要 
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X13）仕入先追加申請・招待 インポート 
仕入先の一括登録を行います。 

※インポート一括登録では法人番号を持っている企業の招待登録のみが可能です。登録のみで更新は行いませ

ん。 

※インポートすると[仕入先追加・招待送信・管理]画面にステータス「招待前」の状態でレコードが登録されます。

送信手順につきましては、共通機能 III-1)仕入先管理(依頼者) をご参照ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は invite_から始まる必要があります。 

（例：invite_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.2 の組み合わせで既に登録済もしくは招待中の

レコードがあれば取込エラーとなります。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 法人番号 半角英字 13 〇 1234567890123 法人と一部の団体に対し国税庁が指定している

13 桁の番号 

3 企業名（日） 全角 100 ✕ 〇〇株式会社 招待先企業名   

※法人番号指定時は自動取得のため入力不要 

※招待メールに記載がされます。 

4 企業名（フリガ

ナ） 

全角カタカナ 100 ✕ マルマルカブシキガイシ

ャ 

招待先企業名フリガナ 

※法人番号指定時は自動取得のため入力不要 

※管理用のため招待メールに記載はされません。 

5 住所（日） 全半角混在 100 ✕ 東京都千代田区丸の

内 3-1-1 

招待先住所   

※法人番号指定時は自動取得のため入力不要 

※管理用のため招待メールに記載はされません。 

6 仕入先コード 半角英数字 64 ✕ CO-001 自社で管理している仕入先企業を一意に特定す

るためのコード、あるいはそれに該当するもの 

※複数の仕入先コードを登録したい場合はカンマ

区切りで入力します。なお、仕入先コードとしては

半角カンマ「,」は使用できません。 

※招待先が招待受諾後にも[仕入先 編集]画面

にて入力・編集が可能です。（参照 共通機能

III-2-5）仕入先情報の編集・更新） 

7 回答期限（日

数） 

半角英字 4 ✕ 99 当該仕入先に依頼をする際の指定回答期限のデ

フォルトで設定します。 

※調査対象品の依頼時に変更が可能です。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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8 リマインドメール

要否 

半角数字の

み 

1 〇 0＝不要 

1＝必要 

左記 0/1 の何れかを設定 

※No.7 の回答期限の 7 日前にリマインドメールを

システムから自動送付するかどうかを設定します。 

9 メールアドレス 半角英数字 100 △ test@test.co.jp 招待先のメールアドレス 

※当該アドレスに対して招待メールが届きます。 

※既に JAFTAS に参加している企業の場合は、

当該メールアドレスは無視され、該当企業の管理

者へメールが送信されます。 

※@マークの有無など、基本的なメールアドレス形

式のチェックをシステムで行います。 

10 仕入先伝達事

項 

全半角混在 500 ✕ 対弊社ご担当者様 

〇○部○〇様 ○○

@example.com 

を JAFTAS にご登録

お願いいたします。 

仕入先のアカウント管理者へのメッセージ 

※招待メールおよび初回招待受諾画面にはセキュ

リティの観点から表示されません。 

※既に JAFTAS に参加している企業の場合、該

当企業のアカウント管理者がログインし招待を受諾

する際に参照できます。 

 

例)相手仕入先企業の中でアカウント管理者と対

自社の担当者が違う場合、前者が後者を

JAFTAS ユーザーとして追加登録する際などに参

考として参照できる情報などを記載します。 

11 備考 全半角混在 500 ✕ 担当者連絡可能時

間 9-18 時。FAX 不

可 

仕入先についての備忘メモなどが記入できます。外

部には公開されません。 

12 最終更新日時 入力不要 

13 予備項目 1 入力不要 

14 予備項目 2 入力不要 

15 予備項目 3 入力不要 

16 予備項目 4 入力不要 

17 予備項目 5 入力不要 
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X14）ユーザー情報 インポート 
JAFTAS ユーザーの一括新規登録・一括更新を行います。 

ユーザー情報のダウンロードデータとフォーマットが同一のため、［ユーザー 一覧］画面からダウンロードしたデータを

インポートに利用することが可能です。 

インポートの手順につきましては、共通機能 II-2-1)ユーザー情報インポート をご参照ください。 

ユーザー情報 ダウンロードにつきましては、別添資料 Y19)ユーザー情報ダウンロード をご参照ください。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は dl_user_から始まる必要があります。 

（例：dl_user_yyyymmdd.txt） 

 

<入力項目> 

『必須』欄の記号は下記を表しています。 

〇：アップロード時必須入力 

△：任意 

✕：編集・追記不可 

※：一部ユーザーのみ必須入力 

 

ユーザーID が既存のユーザーID と一致している場合は既存

データが更新（上書き）されます。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 ユーザ ID 半角数字 11 〇 

※ 

1 新規登録＝入力不要 

更新＝ダウンロード出力の値（必須） 

2 区分 全半角混在 - ✕ 一般 

アカウント管理者 

新規登録＝入力不要 

更新＝更新対象外（空欄可） 

3 氏名（日） 全半角混在 50 〇 調査一郎 ユーザー名 

4 氏名（英） 半角英数字 50 △ Ichiro Chosa ユーザー英語名 

5 フリガナ 全角カタカナ 50 △ チョウサ イチロウ ユーザー名のフリガナ 

6 電話番号 半角英数字 20 △ 03-1234-5678 ユーザーの電話番号 

7 所属部署

（日） 

全半角混在 50 △ 生産管理部 ユーザーの所属部署（日） 

※半角カンマ「,」は使用できません 

8 所属部署

（英） 

半角英数字 50 △ Production 

management 

ユーザーの所属部署（英） 

9 利用開始日 半角英数字 10 △ 2021/10/01 yyyy/mm/dd 形式 

利用開始日を設定すると、利用開始日以前は 

ログイン不可となる 

※アカウント管理者は設定対象外です。 

◆インポートが成功すると、登録したユーザーの 
メールアドレスへユーザー追加を知らせるメール
が即時送信されます。 

◆1 ファイルのデータ件数は 500 件までです。 
◆アカウント管理者についてはインポートによる 

編集の対象外です。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01-2.pdf
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10 利用終了日 半角英数字 10 △ 2021/10/31 yyyy/mm/dd 形式 

利用開始日を設定すると、利用開始日以降は 

ログイン不可となる 

※アカウント管理者は設定対象外です。 

11 メールアドレス 半角英数字 100 〇 chosa@test.co.jp ユーザーのメールアドレス 

12 メールアドレス

（確認用） 

半角英数字 100 〇 chosa@test.co.jp ユーザーのメールアドレス（確認用） 

13 メール配信 全半角混在 5 〇 受信しない 

受信する 

左記何れかを文字で入力 

JAFTAS からの自動配信メールの受信有無を 

設定 

14 権限（調査依

頼・回答受

信） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

入力可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜調査依頼・回答受信(R)＞の操作権限を設定 

15 権限（調査回

答・回答送

信） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

入力可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜調査回答・回答送信(A)＞の操作権限を設定 

16 権限（原産資

格調査） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

入力可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜原産資格調査(D)＞の操作権限を設定 

17 権限（FTA 対

象品（輸出

品）） 

全半角混在 4 〇 

※ 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞の操作権限を設

定 

※契約利用者、JAFTAS Lite 契約利用者＝ 

入力必須 

一般利用者＝対象外（入力不要） 

18 権限（FTA 対

象品（構成

品）） 

全半角混在 4 〇 

※ 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜FTA 対象品(構成品)(P)＞の操作権限を設

定 

※契約利用者(JAFTAS Lite 契約者を除く)＝  

入力必須 

JAFTAS Lite 契約者・一般利用者＝ 

対象外（入力不要） 

19 権限（原産資

格証明書） 

全半角混在 4 〇 

※ 

閲覧不可 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

＜原産資格証明書(I)＞の操作権限を設定 

※契約利用者、JAFTAS Lite 契約利用者＝ 

入力必須 

一般利用者＝対象外（入力不要） 
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20 権限（取引企

業管理） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

取引企業管理の操作権限を設定 

21 権限（マスタ管

理） 

全半角混在 4 〇 閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

入力補助マスタの操作権限を設定 

22 権限（ユーザ

ー設定） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

ユーザー設定の操作権限を設定 

23 権限（企業情

報） 

全半角混在 4 〇 閲覧不可 

閲覧可能 

確定可能 

左記何れかを文字で入力 

企業情報の操作権限を設定 

24 登録日時 入力不要 

25 最終更新日時 入力不要 

26 日商ユーザー

ID 

半角英数字 - × 8w32aiANu8pW 日商発給システムのユーザーID 

※日商連携機能利用企業のみ対象項目 

日商連携機能の利用申込を受け、TKTC にて

登録のため入力不要 

27 権限(日商連

携) 

全半角混在 4 〇 

※ 

閲覧不可 

閲覧可能 

入力可能 

確定可能" 

左記何れかを文字で入力 

日商判定依頼(V)・同意通知(Q)連携における

操作権限を設定 

※日商連携機能利用企業のみ対象項目 

 ・日商連携機能利用企業：必須 

 ・日商連携機能利用企業以外：不要 

28 予備項目 3 入力不要 

29 予備項目 4 入力不要 

30 予備項目 5 入力不要 

 

 

別添資料 1-X14 
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X15）グループ情報(仕分けルール) インポート 
登録済のグループに対して仕分けルールの一括登録を行います。 

※既にグループが登録されていることが前提です。 

 

<ファイル名> 

ファイル名の先頭は sorting_から始まる必要があります。 

（例：sorting_XXXXX.txt） 

 

<入力項目> 

No.1~No.2 の組み合わせで登録レコードが無ければ新規

でレコードを追加します。 

 

No. 項目名 データ型 桁数 必須 設定例 説明 

1 企業 ID 半角英数字 11 〇 C00000000XX 所属企業 ID 

2 グループ名 全半角混在 100 〇 生産管理グループ グループ名を指定します。 

登録済のグループ名と完全一致させてください。 

3 区分 半角英字 1 〇 1 ＝取引先指定 

2 ＝自社品番指定 

左記 1/2 の何れかを設定 

取引先指定：当該取引先関連の情報のみアクセ

スできる、という設定ができます。 

自社品番指定：当該品番関連の情報のみアクセ

スできる、という設定ができます。 

4 仕入先コード 半角英数字 50 △ CO-001 <取引企業管理>へ登録済の仕入先コード 

※仕入先コード設定方法（参照 共通機能 III-

2-5）仕入先情報の編集・更新） 

※No.3 で区分 1(取引先指定)を登録した場合

は No.4 仕入先コード/No.5 納品先コードの何れ

か必須です。 

5 納品先コード 半角英数字 50 △ NO-001 <納品先一覧>へ登録済の納品先コード 

※<納品先一覧>に当該コードが一致する納品

先が登録されている(納品先の招待を受諾してい

る)ことが条件です。 

※No.3 で区分 1(取引先指定)を登録した場合

は No.4 仕入先コード/No.5 納品先コードの何れ

か必須です。 

6 品番 半角英数字 50 △ 12345-111-AAA ※No.3 で区分 2(自社品番指定)を登録した場

合は必須 

7 最終更新日時 入力不要 

8 予備項目 1 入力不要 

9 予備項目 2 入力不要 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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10 予備項目 3 入力不要 

11 予備項目 4 入力不要 

12 予備項目 5 入力不要 
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X16）国・協定コード一覧 

JAFTAS への登録を行う際の国・協定コードは下記のとおりです。 

 

 

<国名一覧> 

国コード 国名(和) 国名(英) 

IE アイルランド Ireland 

GB イギリス United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland (the) 

IT イタリア Italy 

IN インド India 

ID インドネシア Indonesia 

EE エストニア Estonia 

NL オランダ Netherlands (the) 

AU オーストラリア Australia 

AT オーストリア Austria 

CA カナダ Canada 

KH カンボジア Cambodia 

CY キプロス Cyprus 

GR ギリシャ Greece 

HR クロアチア Croatia 

SG シンガポール Singapore 

CH スイス Switzerland 

SE スウェーデン Sweden 

ES スペイン Spain 

SK スロバキア Slovakia 

SI スロベニア Slovenia 

TH タイ Thailand 

CZ チェコ Czechia 

CL チリ Chile 

DK デンマーク Denmark 

DE ドイツ Germany 

NZ ニュージーランド New Zealand 

HU ハンガリー Hungary 

PH フィリピン Philippines (the) 

FI フィンランド Finland 

FR フランス France 

BG ブルガリア Bulgaria 

BN ブルネイダルサラーム Brunei Darussalam 

VN ベトナム Viet Nam 
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BE ベルギー Belgium 

PE ペルー Peru 

PT ポルトガル Portugal 

PL ポーランド Poland 

MT マルタ Malta 

MY マレーシア Malaysia 

MM ミャンマー Myanmar 

MX メキシコ Mexico 

MN モンゴル Mongolia 

LA ラオス Lao People's Democratic Republic (the) 

LV ラトビア Latvia 

LT リトアニア Lithuania 

LU ルクセンブルク Luxembourg 

RO ルーマニア Romania 

CN 中華人民共和国 China 

KR 大韓民国 Korea 

 

<協定一覧> 

協定コード 協定名 HS 年度 

EU 日 EU 経済連携協定 2017 

TP TPP11 協定 2012 

AU 日オーストラリア経済連携協定 2012 

MN 日モンゴル経済連携協定 2012 

IN 日インド包括的経済連携協定 2007 

VN 日ベトナム経済連携協定 2007 

PE 日ペルー経済連携協定 2007 

CH 日スイス経済連携協定 2007 

MX 日メキシコ経済連携協定 2002 

MY 日マレーシア経済連携協定 2002 

CL 日チリ経済連携協定 2002 

PH 日フィリピン経済連携協定 2002 

BN 日ブルネイ経済連携協定 2002 

ID 日インドネシア経済連携協定 2002 

GB 日英包括的経済連携協定 2017 

TX 日タイ経済連携協定 2017 2017 

RX RCEP 協定 2022 2022 

AX 日アセアン包括的経済連携協定 2017 2017 

IX 日インドネシア経済連携協定 2017 2017 
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※協定の年次変更により、以下については FTA 対象品メニューの新規の調査対象品登録および再調査機能を停

止しております。 

協定コード 協定名 HS 年度 JAFTAS 利用停止日 

TH 日タイ経済連携協定 2002 2021 年 12 月末 

RC RCEP 協定 2012 2022 年 12 月末 

AS 日アセアン包括的経済連携協定 2002 2023 年 2 月末 

ID 日インドネシア経済連携協定 2002 2024 年 2 月 4 日 

 

＜JAFTAS で判定可能な輸入通関国一覧＞ 

※RCEP 協定において寄託（≒批准）が済んでいない署名国との EPA は無効なため、JAFTAS でも判定できません。 

協定名 輸入通関国 

日アセアン協定 

インドネシア 

カンボジア 

シンガポール 

タイ 

フィリピン 

ブルネイダルサラーム 

ベトナム 

マレーシア 

ミャンマー 

ラオス 

TPP11 協定 

オーストラリア 

カナダ 

シンガポール 

チリ（2023 年 1 月 24 日追加） 

ニュージーランド 

ブルネイダルサラーム（2023 年 5 月 22 日追加） 

ベトナム 

ペルー（2021 年 8 月 27 日追加） 

メキシコ 

マレーシア（2022 年 10 月 19 日追加） 

日 EU 協定 

アイルランド 

イタリア 

エストニア 

オランダ 

オーストリア 

キプロス 

ギリシャ 

クロアチア 
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スウェーデン 

スペイン 

スロバキア 

スロベニア 

チェコ 

デンマーク 

ドイツ 

ハンガリー 

フィンランド 

フランス 

ブルガリア 

ベルギー 

ポルトガル 

ポーランド 

マルタ 

ラトビア 

リトアニア 

ルクセンブルク 

ルーマニア 

RCEP 協定 

インドネシア（2022 年 11 月 10 日追加） 

オーストラリア（2021 年 11 月 1 日追加） 

カンボジア（2021 年 11 月 1 日追加） 

シンガポール 

タイ 

ニュージーランド 

フィリピン（2023 年 4 月 5 日追加） 

ブルネイダルサラーム（2021 年 11 月 1 日追加） 

ベトナム（2021 年 11 月 4 日追加） 

マレーシア（2022 年 1 月 19 日追加） 

ラオス（2021 年 11 月 4 日追加） 

中華人民共和国 

大韓民国 
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＜更新履歴＞ 

Ver1.2 から 1.2.2、1.2.3 への変更部分 

・説明内の「CBU/CKD」について、分かりにくい表現であったことから削除し、「輸出品」「構成品」に統一 

・P.4 X1）FTA 対象品(輸出品)(E) インポート の「12 証明制度」について 

 正：日スイス、日メキシコ、日ペルー(2 または 3) 誤：日スイス、日メキシコ、日ペルー(1 または 3) 

・P.21 ＜協定一覧＞に日英包括的経済連携協定を追加（Ver.1.2.3 で追加） 

 

Ver.2→Ver.2.2 

・P.4 項目に「同意通知先企業名」「同意通知先企業番号」を追加 

・P.21 X13）調査回答一括受付を追加 

 

Ver.3→Ver.4 

・P3 X1) 輸入通関国説明に RCEP 協定を追加 

・P6 X2) 輸入通関国説明に RCEP 協定を追加 

・P27 X14) 国名一覧へ中華人民共和国および大韓民国を追加、協定一覧へ RCEP 協定を追加 

 

Ver.4→Ver.4.1 

・P26 X14）ユーザー情報 インポートを追加 

 

Ver.4.1→Ver.4.2 

・P31 X15）協定一覧に日タイ協定 2017 を追加 

・P31 X15）TPP11 協定＆RCEP 協定の JAFTAS 対応輸入通関国一覧を追加 

 

Ver.4.2→Ver.4.3 

・P32 X15）RCEP 協定、JAFTAS 対応輸入通関国一覧にベトナムとラオスを追加 

 

Ver.4.3→Ver.5 

・P29 X15）国名一覧を五十音順に修正 

・P30 X15）協定一覧から日タイ協定（2002）を削除 

 

Ver.5→Ver.6 

・P32 X15）RCEP 協定、JAFTAS 対応輸入通関国一覧にマレーシアを追加 

 

Ver.6→Ver.7 

・P16 X6）項目に「性能/機能」「用途」「形状/構造」「材質/成分割合」「製造方法」「規格（JIS,CAS 等）」 

「属性１」「属性２」「属性３」を追加 

・P18 X7）品番 HS コード インポートを追加 

・P2~P31 X）~X15）全体的に必須欄、説明欄を中心に見直し修正 
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Ver.7→Ver.7.1 

・P35 X16）RCEP 協定 JAFTAS 対応輸入通関国一覧にインドネシアを追加 

 

Ver.8→Ver.8.1 

・全体 IF Ver4.0 に合わせ項目名の修正および追加、説明の修正 

・P33 X16) <協定一覧>から日アセアン包括的経済連携協定を削除し、P34 FTA 対象品メニューの新規の

調査対象品登録および再調査機能停止中の協定一覧の表へ追加 

・P34 X16）＜JAFTAS で判定可能な輸入通関国一覧＞の※修正 

TPP11 協定 JAFTAS 対応輸入通関国一覧にチリ、ブルネイダルサラーム、マレーシアを追加 

・P35 X16）RCEP 協定 JAFTAS 対応輸入通関国一覧にフィリピンを追加 

 

Ver.8.1→Ver.8.2 

・P33 X16）日インドネシア経済連携協定 2017 を追加 

 

Ver.8.3→Ver.8.4 

P10 X3）同意通知先企業登録番号の説明について、JCCI を日商に修正 

P29 X14) ユーザー情報に日商ユーザーID と権限(日商連携)を追加 

P33 X16) <協定一覧>から日インドネシア経済連携協定を削除し、P34 FTA 対象品メニューの新規の調査

対象品登録および再調査機能停止中の協定一覧の表へ追加 

 

Ver8.4→8.5 

P3 X1）画面表示修正に伴い画面キャプチャを修正 

P6 X2）画面表示修正に伴い画面キャプチャを修正 

P13 X4）画面表示修正に伴い画面キャプチャを修正 


